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内容要旨：
［背景］電顕的観察において、らせん腺腫の腫湯実質内にはランゲノレハン
ス細胞を含む非上皮系細胞が分布することが報告されているが、その免疫
フェノタイフ。別の密度については不明である。近年の免疫組織化学の進歩
により、 retrospectiveにらせん腺腫のような稀少疾患についてもパラフ
イン切片を用いて細胞表面マーカーの検討が可能になった。
［目的］らせん腺腫の実質と間質における非上皮系細胞の免疫フェノタイ
プ、分布を免疫組織学的に明らかにし、非上皮系細胞の意義を明らかにす
ることを目的とした。
［対象と方法】過去 10年間に昭和大学病院附属東病院と昭和大学藤が丘
病院で経験したらせん腺腫5症例の手術標本を対象とした。切片を脱パラ
フイン後、抗原の賦活化を行い、 CDla、CD3、CD4、CDS、CD56、CD68、CD79a、
ICAM-1、HLA-DRのマーカーについてアミノ酸ポリマー法により免疫組織
化学的検討を行った。また SlOOとCDlaおよびCD3とCDlaの二重免疫蛍
光抗体法を施行し、 DPmanagerを用いて画像を重ね合わせることにより
両者の位置的関係を検討した。
［結果］ 5症例の染色結果はほぼ同様であった。 CDla陽性ランゲノレハンス
細胞と CD3陽性Tリンパ球は腫蕩の実質に均等に多数分布していた。 CD4
とCDSはいずれも主に実質に分布していたが、 CDS陽性細胞の方が優位で
あった。 CD56陽性NK細胞は実質、間質のどちらにも認められなかった。
CD68陽性マクロファージは間質にのみ少数分布していた。 CD79a陽性B細
胞は実質と間質に少数分布していた。 ICAM-1は実質の非上皮系細胞と一
部の上皮系細胞に分布していた。 HLA-DRは非上皮系細胞の他、上皮系細
胞の一部に陽性であった。二重免疫蛍光抗体法では実質内の SlOO陽性細
胞の大部分がCDlaでも陽性で、あった。 SlOO陰性CDla陽性細胞も少数認
められた。 CDla陽性細胞のほぼ半数にCD3陽性T細胞と接触する像が見
られた。
［結論】らせん腺腫の実質内には抗原提示細胞である CDla陽性ランゲノレ
ハンス細胞と Tリンパ球が高頻度かっ均等に分布している点で、ユニーク
な腫療と考えられた。実質内の非上皮系細胞はCDS優位のT細胞が大部分
を占めていた。実質内でランゲ、ルハンス細胞と T細胞の接触像が見られた
こと、非上皮系細胞のほか上皮系細胞にも HLA-DRの発現がみられたこと
から、何らかの腫蕩免疫機序が働いている可能性が示唆された。
